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青野茂則 氏  大 和
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あ お の ・ し げ の り  ☆  1 9 4 7 年 2 月 、 今 治 市 波 方 町 大 浦 生 ま れ 。 今 治 市

立 日 吉 小 学 校 、今 治 市 立 日 吉 中 学 校 を へ て 、愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 に 学 ぶ 。

1 9 6 5 年 4 月 に 亜 細 亜 大 学 経 済 学 部 に 進 学 し 、 同 大 学 卒 業 後 、 1 9 6 9 年 4

月 に 父 親 が 創 業 し た 大 和 染 工 (株 )に 入 社 。愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合 の 技 術 委

員 長 を 2 0 年 間 務 め 、エ ネ ル ギ ー の 効 率 化 の 実 現 に リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し

た の ち 、 同 組 合 8 代 目 理 事 長 に 就 任 。 1 9 8 0 年 代 を 中 心 に 多 く の 特 許 を 取

得 し 、 染 色 業 界 の 発 展 に 大 き な 功 績 を 残 し て い る 。  

 

戦 後 の 今 治 タ オ ル 工 業 の 晒 し 場 を つ く っ て き た 人 物 の ひ と り で

あ り 、 特 許 の 取 得 数 や 技 術 の ク オ リ テ ィ の 高 さ で は 一 頭 地 を 抜

く 技 術 者 で あ る 。現 在 、大 和 染 工 (株 )の 2 代 目 と し て 組 織 を 束 ね

な が ら 、 若 い 世 代 に 「 青 野 流 モ ノ づ く り 」 の 哲 学 を 伝 授 す べ く

人 材 育 成 に 力 を 注 ぐ 。 同 時 に 、 新 し い 技 術 開 発 へ の チ ャ レ ン ジ

精 神 は 衰 え を 知 ら ず 、 若 い 世 代 に 良 い 刺 激 と な っ て い る 。  

青野茂則氏  
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1．  幼 ・ 少 年 時 代  

 

モノづくりのおもしろさは、小 さい頃 、おじいちゃんから学んだ  

 

 1 9 4 7 年 2 月 2 2 日 、 青 野 茂 則 氏 は 、 今 治 市 波 方 町 大 浦 で 父 ・ 茂

信 氏 と 母・房 子 氏 と の 間 に 3 人 姉 弟 の 末 っ 子 と し て 誕 生 し た 。父 は 、

真 面 目 で 温 厚 な 性 格 で あ り 、 青 野 氏 が や ん ち ゃ を し て も 一 度 も 手 を

か け る こ と は な か っ た 。 母 は 、 明 る く 社 交 的 な 性 格 で オ ル ガ ン 弾 き

の 名 人 だ っ た 。 幼 少 の 頃 は 、 母 の 弾 く オ ル ガ ン の 音 に 合 わ せ て 、 家

族 や 友 だ ち と い つ も 一 緒 に 歌 っ て い た 。  

 青 野 氏 は 、 温 和 な 父 親 と 太 陽 の よ う に 明 る い 母 親 の も と で 伸 び 伸

び 育 っ た 。 伸 び 伸 び し す ぎ て 近 所 で も 評 判 の ガ キ 大 将 に 成 長 し た 青

野 氏 は 、 い た ず ら が 過 ぎ て 何 か と い つ も 両 親 に 謝 っ て い た 記 憶 し か

な い 。そ の た め 、「小 さ い と き に 、良 い 想 い 出 と い う の は な い ん で す

よ ね 」 と 漏 ら す 青 野 氏 で あ る が 、 も の ご こ ろ が つ い た 頃 か ら モ ノ を

い じ る の は 大 好 き だ っ た 。  

 モ ノ づ く り の 楽 し さ は 、 母 方 の 祖 父 の 幸 四 郎 氏 か ら 教 え て も ら っ

た 。 幸 四 郎 氏 は 、 大 正 時 代 に 塩 田 ポ ン プ   の 技 術 で 特 許 を 取 得 す

る ほ ど モ ノ づ く り 名 人 で あ っ た 。 青 野 氏 は 、 そ ん な お じ い ち ゃ ん の

側 に い て 何 で も 手 づ く り す る 様 子 を み て 、 モ ノ づ く り の 習 慣 が 自 然

と 身 に 付 い て い っ た 。  

 青 野 氏 は 、 高 校 を 卒 業 す る ま で は 地 元 で 過 ご し 、 今 治 市 立 日 吉 小

学 校 、 今 治 市 立 日 吉 中 学 校 、 愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 で そ れ ぞ れ 学

ん だ 。そ し て 、 1 9 65 年 4 月 に 亜 細 亜 大 学   経 済 学 部 に 進 学 し 地

元 を 離 れ て 上 京 し た 。 東 京 を 選 ん だ 理 由 は 「 先 輩 や 友 だ ち が お っ た

も ん で 」 と 青 野 氏 は 言 う が 、 大 学 進 学 を き っ か け に 今 治 を 外 か ら み

る 機 会 を 得 て 、 今 治 の 良 さ を 改 め て 知 っ た 。 そ し て 、 同 大 学 を 卒 業

後 、 1 9 6 9 年 4 月 に 父 親 が 創 業 し た 大 和 染 工 (株 )に 入 社 す る こ と に

な る 。  

 

LOOKS
ノート注釈
1905年に塩の専売制度が実施され、海水から安価で良質な塩の製造に乗り出した塩製造業者が増加し、さまざまな方法で塩づくりが開始された。塩田ポンプは海水を汲み上げる際に使われた道具で、労働力の大幅な節約に役に立った。

LOOKS
ノート注釈
1941年創立の旧制興亜専門学校を前身にもち、東京都武蔵野市に本部を置く私立大学。
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2．  大 和 染 工 (株 )入 社  

 大 学 卒 業 後 す ぐ に 今 治 に 帰 っ て き た の は 父 の 茂 信 氏 が 病 に 倒 れ た

た め で あ り 、 長 男 の 青 野 氏 は 父 の 後 を 継 ぐ つ も り で 帰 郷 し た 。  

 大 和 染 工 (株 )は 、 1 9 5 6 年 に 設 立 さ れ た タ オ ル の 染 晒 加 工 を お こ

な う 会 社 で あ る （ 染 晒 加 工 に つ い て の 詳 細 は 「 タ オ ル び と 」 2 016

年 1 2 月 号 〜 201 7 年 3 月 号 を 参 照 ）。 今 治 タ オ ル の 生 産 高 が 日 本

一 と な っ た 1 9 6 0 年 以 降 、高 度 成 長 期 の 好 況 も 追 い 風 と な っ て 事 業

は 順 調 に 大 き く な っ て い っ た 。そ し て 1 9 7 2 年 、青 野 氏 の 入 社 後 ま

も な く し て 本 社 を 現 在 の 衣 干
き ぬ ぼ し

町 に 移 転 し 、 時 代 の ニ ー ズ に 合 わ せ て

チ ー ズ 染 色 を 開 始 し た 。  

 198 0 年 代 に な る と 第 二 、 第 三 工 場 を 新 設 し 、 そ れ ぞ れ に 新 し い

機 械 も 導 入 し 、 今 治 タ オ ル の 生 産 量 の 増 加 に と も な っ て 規 模 の 拡 大

を 図 っ た 。 表 1 の 「 大 和 染 工 (株 )沿 革 史 」 で み る よ う に 、 第 二 工 場

で は 1 9 8 1 年 の ビ ー ム サ イ ジ ン グ（ ビ ー ム の 経 糸 を ま と め て 糊 付 す

る ） の 開 始 、 198 7 年 の ス ラ ッ シ ャ ー サ イ ジ ン グ マ シ ン （ 整 経 済 み

の 経 糸 を ま と め て 糊 付 す る 大 型 の 機 械 ） の 導 入 、 198 8 年 の ワ ー パ

ー（ 整 経 機 ）の 増 設 が あ り 、第 三 工 場 で は 1 9 8 6 年 に テ ン タ ー（ 生

地 の 幅 を 整 え る 幅 出 し の 機 械 ） が 導 入 さ れ た 。 染 色 加 工 に 必 要 な 機

械 は い ず れ も 大 型 で 相 当 の 資 金 を 必 要 と し た が 、 198 0 年 代 に お け

る 一 連 の 設 備 投 資 に よ っ て 生 産 性 を 上 げ て い っ た 。  

 会 社 と し て の 転 機 は 、 199 0 年 代 に 訪 れ た 。 199 0 年 、 今 治 タ オ

ル の 売 上 高 が 戦 後 は じ め て 下 降 に 転 じ 、 タ オ ル 不 況 に 陥 る な か で 染

色 業 界 も 打 撃 を 受 け た 。 タ オ ル 不 況 の お も な 原 因 は 、 中 国 製 タ オ ル

の 流 入 だ っ た 。 中 国 製 タ オ ル の 強 み は 、 安 価 な 人 件 費 に 支 え ら れ た

商 品 の 安 さ に あ る 。 平 均 し て 繊 維 製 品 に お け る 売 上 高 人 件 費 率 は

1 5％ 〜 2 0％ で あ り 、 タ オ ル づ く り に お い て も 人 件 費 の 安 さ は 競 争

優 位 に 直 結 す る 。 当 然 、 中 国 は 染 色 加 工 の 段 階 で か な り の コ ス ト 優

位 を 発 揮 し て お り 、 青 野 氏 は 「 こ の ま ま で は い け な い 」 と 危 機 感 を

募 ら せ た 。 そ し て 、 会 社 の 将 来 を 考 え て あ る 大 き な 決 断 を 下 し た 。

中 国 へ の 進 出 で あ る 。  
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 図 1  中 国 と 江 蘇 省         図 2  江 蘇 省 と 南 通 市  

                 

 

     出 典 ：  江 蘇 省 観 光 局 。              出 典 ：  「 旅 の と も 、 Z e n T e c h 」  

     ＊ 黄 色 の 部 分 が 江 蘇 省 。                 ＊ 赤 丸 は 筆 者 が 記 入 。  

 

本 社 工 場 正 面  
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 1 9 9 3 年 、 中 国 の 江 蘇 省 南 通 市 （ 図 1、 2） に 南 通 太 和 漂 染 有 限

公 司 を 設 立 し 、 中 国 で 染 色 加 工 を 開 始 し た 。 翌 年 の 1 994 年 に は 、

南 通 青 野 服 飾 有 限 公 司 を 設 立 し 、 縫 製 工 場 も ス タ ー ト さ せ た 。 生 産

拠 点 の 中 国 へ の 拡 大 は 先 ほ ど 述 べ た 要 因 が 引 金 と な っ た が 、 そ の 他

に も 青 野 流 モ ノ づ く り の 伝 播 と い う 使 命 も 背 負 っ て い た 。 実 の と こ

ろ 、 以 前 よ り 中 国 か ら 技 術 指 導 の 要 請 を 受 け て お り 、 青 野 氏 は し ば

し ば 訪 中 し て い た 。 自 ら 築 き 上 げ て き た 技 術 を 惜 し み な く 伝 授 す る

姿 勢 は 国 境 を 越 え 、 い ま も こ れ ら の 工 場 は 稼 働 し て い る 。  

 タ オ ル 業 界 を と り 巻 く 1 9 9 0 年 代 以 降 の 変 容 は 、染 色 加 工 業 界 に

も 深 刻 な 影 響 を も た ら し た が 、 大 和 染 工 で は 表 1 で み る よ う に

1 9 9 8 年 の 不 織 布 染 色 の 開 始 、 200 0 年 の ニ ッ ト 加 工 の 着 手 な ど 加

工 範 囲 が 広 げ ら れ 、 タ オ ル 生 産 が 縮 小 し は じ め て も 設 備 投 資 は つ づ

け ら れ た 。 ま た 、 よ り 効 率 を 上 げ る た め に エ ネ ル ギ ー 消 費 を な る べ

く 抑 制 し た 技 術 の 開 発 も 怠 る こ と は な か っ た 。  

 

図 3  今 治 タ オ ル 生 産 量 （ ト ン ）  
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出 典 ：  「 企 業 数 、 織 機 台 数 、 革 新 織 機 台 数 、 従 業 員 数 、 綿 糸 引 渡 数 量 、 生 産 量 、 売 値 、 生 産 額 、

輸 出 ・ 輸 入 数 量 の 推 移 」（「 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 」 H P ） よ り 作 成 。  
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 J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 の も と で 200 6 年 か ら 着 手 さ れ た

「 今 治 タ オ ル ブ ラ ン ド 」 構 築 の 試 み に 成 果 が 現 れ 、 図 3 の よ う に 、

1 9 9 0 年 か ら 低 下 し て い た 生 産 量 は 2 0 0 9 年 を 底 に そ れ 以 降 少 し ず

つ 微 増 に 転 じ た 。 染 色 加 工 業 界 も 活 況 を 取 戻 し つ つ あ る が 、 業 界 の

抱 え る 人 手 不 足 か ら さ ら な る 生 産 性 の 向 上 と エ ネ ル ギ ー 効 率 の 改 善

が 求 め ら れ て い る 。 大 和 染 工 で は 、 後 述 す る よ う に 、 青 野 氏 の 開 発

に よ る 技 術 を 用 い て こ れ ら の 問 題 に 積 極 的 に と り 組 ん で い る 。  

 

    

         工 場 に 設 置 さ れ て い る 青 野 式 糊 抜 き 精 練 機  

 

 大 和 染 工 の 工 場 に 現 在 設 置 さ れ て い る お も な 機 械 に つ い て は 、 乾

燥 機 が イ タ リ ア 製 、 染 色 機 が 日 本 製 で あ る が 、 糊 抜 き 精 練 機 は 青 野

氏 自 身 が 開 発 に あ た っ た エ ネ ル ギ ー 効 率 の 高 い 青 野 式 で あ る 。 い ま

で も 現 役 で 動 い て い る 青 野 式 糊 抜 き 精 練 機 は 、 青 野 氏 に よ る 設 計 図

を も と に 今 治 市 内 に あ る 鉄 工 所 が 製 作 し た も の で あ る 。 中 国 の 工 場

に も 青 野 式 が 稼 働 し て い る 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

                        

 


